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東
日
本
建
設
業
保
証
株
式
会
社

建
設
産
業
図
書
館

江
口
知
秀

宮
本
商
産
株
式
会
社 

旧
本
社
ビ
ル

ら
は
旧
本
社
ビ
ル
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。

　

宮
本
商
産
㈱
の
旧
本
社
ビ
ル
は
、
す
っ
き
り
と
し
た
レ
ン

ガ
建
築
で
あ
り
、「
辰
野
式
」
の
よ
う
な
ア
ク
の
強
さ
が
な

い
。
私
は
建
築
史
家
で
は
な
い
の
で
、
正
否
の
判
断
を
く
だ

す
つ
も
り
は
な
い
が
、
た
と
え
辰
野
金
吾
の
作
品
で
は
な
く

と
も
、
こ
の
建
築
の
価
値
と
は
何
ら
関
係
が
な
い
。
登
録
有

形
文
化
財
と
な
っ
た
こ
と
を
い
い
機
会
と
し
、
帯
広
市
街
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
い
つ
ま
で
も
存
続
さ
せ
て
欲
し
い
と
願
う
。

野
式
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
。
赤
レ
ン
ガ
に
白
い
花
崗

岩
を
帯
状
に
廻
ら
し
た
赤
白
ツ
ー
ト
ン
が
最
も
目
立
つ
特
徴

だ
。
旧
本
社
ビ
ル
も
こ
れ
に
該
当
す
る
。

　
『
帯
広
市
古
建
築
調
査
書
Ⅸ　

宮
本
商
産
』
に
は
、「
尚
、

富
山
市
に
見
ら
れ
る
、
レ
ン
ガ
造
り
の
建
物
〔
イ
ギ
リ
ス
の

建
築
家
コ
ン
ド
ル
に
師
事
し
た
辰
野
金
吾
（
一
八
五
四
〜
一 

九
一
九
）の
設
計
〕
に
、
似
て
い
る
の
も
、大
き
な
特
色
か
も

し
れ
な
い
」
と
書
か
れ
て
お
り
、こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
辰

野
設
計
説
が
さ
さ
や
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
旧

本
社
ビ
ル
は
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
に
着
工
し
、
翌
八
年

に
完
成
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
辰
野
は
大
正
八
年

に
亡
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
も
し
彼
が
手
掛
け
た
と
す
れ
ば
、

最
晩
年
の
作
品
と
な
る
。
し
か
し
、
実
際
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　
「
辰
野
式
」
の
特
徴
は
、
赤
レ
ン
ガ
と
花
崗
岩
の
組
合
せ
だ

け
で
は
な
い
。
二
つ
目
の
特
徴
は
街
の
角
地
を
選
び
建
物
を

目
立
た
せ
る
こ
と
。
三
つ
目
は
、
外
観
を
美
し
く
見
せ
る
た

め
レ
ン
ガ
の
積
み
方
を
小
口
面
の
み
が
見
え
る
小
口
積
み
と

す
る
こ
と
。
こ
こ
ま
で
は
、
旧
本
社
ビ
ル
に
該
当
す
る
。

　

続
い
て
四
つ
目
は
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
と
古
典
様
式
の
混
淆
。

五
つ
目
は
、
建
物
の
隅
に
設
け
ら
れ
る
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る

塔
屋
。
六
つ
目
が
、
建
築
家
の
藤
森
照
信
氏
が
「
さ
ま
ざ
ま

な
形
の
ド
ー
ム
や
塔
を
屋
根
い
っ
ぱ
い
に
軍
艦
巻
き
の
ご
と

く
盛
り
付
け
た
」
と
評
す
る
賑
や
か
な
屋
根
の
並
び
。
こ
れ

に
見
舞
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
は
さ
わ
や
か
な
気
候
に
恵
ま
れ

た
。
そ
ん
な
日
の
夕
べ
に
、
宮
本
商
産
㈱
が
旧
本
社
ビ
ル
で

開
催
す
る
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
に
招
待
さ
れ
た
。

　

宮
本
商
産
㈱
は
、
帯
広
を
拠
点
と
す
る
総
合
商
社
で
あ
り
、

明
治
三
十
六
（
一
九
〇
三
）
年
の
創
業
か
ら
一
一
四
年
の
歴

史
を
誇
る
。
旧
本
社
ビ
ル
は
帯
広
駅
北
口
前
の
メ
イ
ン
通
り

を
ま
っ
す
ぐ
進
ん
で
、
一
㌔
㍍
ほ
ど
の
角
地
に
建
つ
木
骨
レ

ン
ガ
造
二
階
建
て
の
ビ
ル
で
、
赤
レ
ン
ガ
に
白
い
花
崗
岩
の

帯
を
廻
ら
し
て
い
る
。
戦
前
の
帯
広
の
繁
栄
を
伝
え
る
良
質

な
建
築
と
し
て
評
価
さ
れ
、
今
年
の
三
月
に
登
録
有
形
文
化

財
と
な
り
、
今
回
の
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
記
念
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

さ
て
、
真
正
面
か
ら
旧
本
社
ビ
ル
を
眺
め
る
と
、
左
右
対

称
で
台
形
の
屋
根
を
持
ち
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
っ
た
可

愛
ら
し
い
赤
レ
ン
ガ
の
建
築
で
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
・
リ
ー
・
バ

ー
ト
ン
の
絵
本「
ち
い
さ
い
お
う
ち
」
を
思
い
浮
か
べ
た
。地

元
で
も
「
赤
れ
ん
が
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

さ
て
、
こ
の
旧
本
社
ビ
ル
だ
が
、
設
計
者
が
辰
野
金
吾
で

は
な
い
か
と
噂
さ
れ
て
い
る
。
辰
野
金
吾
は
、
日
本
の
近
代

建
築
黎
明
期
を
支
え
た
建
築
家
で
あ
り
、
東
京
駅
や
日
本
銀

行
本
店
の
設
計
で
知
ら
れ
、
彼
が
得
意
と
し
た
意
匠
に
「
辰

年
夏
休
み
は
同
行
者
の
里
帰
り
に
付
き
添
っ
て
帯
広

に
い
く
。
今
年
は
初
日
か
ら
三
六
度
を
超
え
る
猛
暑

毎

［交通］ JR帯広駅北口より徒歩約15分

宮本商産株式会社　旧本社ビル


